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【目的】

愛知県では1989年からスギ･ヒノキ科花粉飛散数の測定を始め、2000年からは愛知県衛生研究所において次シーズンのスギ・ヒノキ科花粉飛散数を予測（長期予測）している。また、花粉飛散シーズン中には翌日の飛散予測（短期予測）を行っている。今回は過去19年のスギ・ヒノキ科花粉飛散結果、短期予測結果及び2008年の長期予測について報告する。
【定義及び方法】

1)　スギ・ヒノキ科花粉総飛散数；愛知県花粉情報システム（健康福祉部）における5観測定点 （名古屋、一宮、刈谷、豊川、設楽）において、ISロータリー型（5観測定点）及びバーカード型（一宮、豊川のみ）花粉捕集器を用いて計測した。

2)　本格的飛散数；長期予測にあたっては過去19年の本格的飛散開始日（県内全観測点の平均飛散数が始めて10個/cm2以上となった日）から本格的飛散終了日（県内全観測点の平均飛散数が最後に10個/cm2以上となった日）まで（本格的飛散期間）の飛散数を本格的飛散数として用いた。

3)　短期予測；花粉飛散シーズン中の翌日の飛散予測。飛散レベルを3段階に分け、レベル1は0～34個/cm2、レベル2は35～99個/cm2及びレベル3は100個/cm2以上の飛散と予測している。気象情報（気温、風向・風速、降水量及び日照時間）及び花粉飛散数を用い、地域別（尾張部、西三河平野部、東三河平野部、三河山間部）に予測した。

4)　長期予測；前年7月及び8月の気象情報（最高気温、降水量及び日照時間）と標準化飛散数（過去のスギ･ヒノキ科花粉飛散数から観測年の気象による影響を取り除いたもの）の対数を用いて対数線形回帰分析を実施し、5観測定点ごとに危険率5％以下で有意となる回帰式を用いて飛散数の予測を行った。
【結果及び考察】
1) 愛知県の過去19年のスギ・ヒノキ科花粉総飛散数の幾何平均は27,139個／㎝２であった。2007年の総飛散数は33,708個／㎝２と1989年以降の19年間で11番目の飛散数であった。

2)　2000年から行っている長期予測の予測値と翌年の実測値から回帰式y=1.3252x-4091.1、寄与率r2=0.9729が得られ、高い相関があり7年を通して概ね良好な予測であったと考えられる。

3)　短期予測において、実測レベル1（0～34個/cm2）であった186件中、適中したのは107件、適中率57.5％で、同様にレベル2は20.3％、レベル3は41.3％、全体では47.1％の適中率であった。また、予測する4地域中、3地域以上正しく予測できた日数は期待日数に比べ統計学的に有意に高く、良好な予測成績であったと考えられる。
4)　2008年長期予測の結果、総飛散数は11,300個/cm2であり、2007年の1／3、過去19年の幾何平均27,139 個/cm2 の約2／5であると予測された。
